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左より高野氏・野村氏・豊田氏・恩沢氏（司会）・野本氏・入江氏・島田氏の出席者

　恩澤・本日はお集まりいただ

きありがとうございます。今日

は「21世紀の溶接技術と日本溶

接協会への期待」ということで

非常に大きなテーマですが，い

ろいろお話し合いをいただきた

いと存じます。

　日本溶接協会が創立されたの

が 1949（昭和24）年で，1979

（昭和 54）年に『日本溶接協会

30年史』が刊行され，1989（平

成元）年に『日本溶接協会40年

史』が刊行されましたけれど

も，30年史では，日本は戦後の

混乱で非常に技術的に遅れを

とってしまった，とくに欧米に

追いつけ追い越せで後ろなんか

振り返る暇がなかったというこ

とで，日本溶接協会が創立して

から30年間は技術的にはどんど

ん重厚長大志向で進んで行った

んじゃないかという感じがしま

す。

　ところが40年史では，30年か

ら40年の間に何が起こったのか

というと，エレクトロニクスの

進歩や材料の進歩があったせい

か重厚長大から軽薄短小へと移

り，新しい技術志向，材料志向

へ走って行ったという印象を受

けました。また，40 年史には

「溶接」という言葉がどんどん

会社からなくなっていく傾向に

あるということが書いてありま

した。

　そして，40年史以後はまさに

バブルが弾けて，かなり混乱し

た時期ですね。技術的に言いま

すと新素材志向がだんだんと薄

れていったような気がします。

そういう意味で言いますと新し

い技術よりも既存の技術の整理

統合的なことと，国際化の流れ

でかなり海外との競争が激しく

なってきていることが挙げられ

るんじゃないかなと思っており

ます。

　戦後の溶接技術について，ま

ず，その流れを大きく振り返っ

てみたいと思います。

　野村・私が溶接界に関わった

のが1957（昭和32）年で，当時

はほとんどが手溶接で，ちょう

どサブマージアーク溶接が始

まった頃でした。当時，私は造

船に携わっていたんですが，と

くに溶接協会活動では溶接施工

法委員会が木原博先生を中心に

非常に活発に活動していたとき

でした。私なんか入社したばか

りでしたから，先輩が持って

溶溶溶溶溶接接接接接界界界界界ををををを盛盛盛盛盛りりりりり上上上上上げげげげげたたたたた部部部部部会会会会会活活活活活動動動動動

帰ってきた委員会資料をむさぼ

るように読みましたね。とくに

すみ肉の専用棒だとか，あるい

は裏波溶接棒だとか，新しい溶

接棒に関わるものがどんどん出

てきました。

　たぶん，日本溶接協会ではほ

とんどの部会がその頃にできた

と思いますし，部会活動を中心

に溶接界を盛り上げてきたん

じゃないかと思います。

　馬場・部会活動を日本溶接協

会の中核にしようということは

創立当初から構想されていたよ

うですね。創立時の組織図を見

ますと，溶接棒や溶接機など機

材関係の部会から，船舶や自動

車など産業別の部会，さらに，

試験検査あるいは技術指導や教

育訓練などの部会といった具合

に全部で18の部会が予定されて

いて，当初から全溶接業界，全
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産業を横断する大きな組織の設

立が目指されたもののようで

す。また，地方組織の設立も創

立当初から構想にあったものの

ようです。

　恩沢・結局，そういった活動

が発展して今日の11部会 11委

員会体制になったわけですね。

しかも，これらの部会委員会に

は日本の主要な企業が参加して

おりますし，学識経験者も積極

的に参画してきていて，産業界

の中で極めて高いポテンシャル

を保ってきたということでしょ

うか。

　馬場・ええ。とくに共同研究

の推進などは日本溶接協会の最

も得意とするところですし，そ

の成果を参加企業が持ち帰る一

方，標準化されるなどして全国

津々浦々に広がってゆくという

ようなことで，日本溶接協会が

わが国の溶接技術の向上と普及

に果たした歴史は積極的に評価

していいのではないでしょう

か。また，藤田譲会長が機会あ

るごとに「業界あっての協会」

といっているのも，そういう歴

史的背景があってのことなんだ

ろうと思うんです。

　豊田・そのように拡張してき

たことの反映だと思うんです

が，私は1967（昭和42）年に大

学を卒業しましたが，その前年

が阪大の溶接工学科が４講座か

ら８講座になってるわけです。

そういう社会的ニーズもあって

認められたんだろうと思いま

す。その意味では 1955（昭和

30）年代の終わりから1965（昭

和40）年代にかけて拡張する時

期と重なってきたんじゃないで

しょうか。われわれの同期はほ

とんど溶接分野に進んで，鉄

鋼，造船重工，自動車，重電の

４分野に大体の人が納まってい

たわけです。それだけの技術者

のニーズが各分野にあったんだ

ろうと思うんです。だからそう

いう時期が企業の活動として一

番溶接が活きた時代だったんで

しょうね。

　島田・それを振り返ります

と，産業界が一直線に業容拡

大，そのための技術開発，要員

育成に進んだのはオイルショッ

クまでだと思うんですね。時代

の変わりというのは次々と新し

い価値観が追加されていきます

が，オイルショックから今度は

省エネ問題というのが新たに

入ってきたし，最近では環境問

題とかですね。

　オイルショックまでの産業界

の生き方というのは，とにかく

規模を大きくする，それを維持

する，またより一段と能率を上

げるという非常にシンプルな経

済活動でした。

　日本溶接協会も多分同じよう

な状況の中で存在の必要性が

あったわけで，とくに大きくな

るときは非常に活力が生まれる

んですね。だからとても分かり

やすい時代だった気がします。

　豊田・価値観の変化という話

では，規模というかスケールメ

リットが戦後の最初であって，

その次にオイルショックごろか

な，スコープメリット（知的限

界メリット）になり，いわゆる

異分野へということになると思

うんです。

　規模というかスケールメリッ

トのときは日本溶接協会はかな

り活躍し，役に立ったと思うん

ですが，スコープメリットに

なったときに日本溶接協会では

一体何をしたらよいのか分から

なくなった部分もあると思うん

です。現在はおそらくフュー

ジョンメリット，こんな言葉が

あるかどうかは分かりません

が，いわゆる異分野との知識融

合ですね。これから日本溶接協

会がフュージョンメリットの中

でどういうふうに役割を果たし

ていくのか，この点で日本溶接

協会の存在意義が問われてくる

のではないかと思います。

　島田・今おっしゃった中で具

体的に言いますと，溶接工の資

格検定制度を確立させたのは何

時ごろですか。

　野本・最初に日本溶接協会と

して検定試験を実施したのは

1949（昭和24）年といいますが，

今日のような検定委員会ができ

たのは翌1950（昭和25）年だっ

たと思います。それも全国一斉

に組織化されたのではなくて，

各地の先生方のご努力で拡大さ

れていったというようなことの

ようですね。ともかく最初はも

のすごく少ない人数から始め

て，よく定着したものだと思い

ますよね。

　島田・たまたま私はいまここ

にデータを持っているんです

が，1955（昭和30）年に受験し

豊田政男

大阪大学大学院工学研究科 教授
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た方が 1,200 名ですが，産業界

から見れば溶接技能者の資格検

定が確立して日本のどこででも

同じ試験を受けられ，同じ資格

が与えられるということは日本

溶接協会の大きな役割だったと

思うんですね。それが1997（平

成９）年がピークでしてほぼ年

間12万人の人が受験しました。

　今，日本で溶接技能者の資格

を持っている方は何人ぐらいい

るんですか。

　野本・１年間で合格する方は

９万人ぐらいいますから，そう

すると20万人にはならないかも

しれません。

　恩澤・それで，溶接技術者の

資格認定の方はいつ頃から始め

られたのでしたか。

　野村・1949（昭和 24）年で

しょうか。現在は特別級が1,300

人くらいでしょうか，１級が

５，６千人，２級が２万３千人

くらいですが，技能者とともに

技術者の認定制度を始めたとい

うのも日本溶接協会の大きな貢

献だろうと思いますね。

　恩沢・ところで，入江さんは

溶接とはどのように関わられて

こられたのでしたか。

　入江・私は行政のラインの中

で研究をやっているわけですけ

ども，国研の研究費は民間企業

の活力が低下したとき増加する

という傾向があります。私は

1967（昭和42）年に金材研にき

たんですが，石油ショックぐら

いまでは相当研究設備を投入し

てもらっています。しかしテー

マとして材料全体の中でプロ

ジェクトを持つものがその時代

の花形だとすると，石油ショッ

クの後５年ぐらいまでプロジェ

クトはすべて溶接とか生産基盤

技術部門でしたね。その後産業

界が活発になり，新素材研究ば

かりになり，プロジェクトがそ

ちらの方へ向かったんです。

　12～３年前までは，産業界が

ものすごく伸びていましたから

産業に近いものは産業界でやれ

ばいいし，国立研究機関はその

先を見越したもので，要するに

リスキーなものだけやればいい

ということで，溶接，塑性加工，

鋳造はほとんどなくなりまし

た。そういうことで，おそらく

産業界の技術開発の増減はタイ

ムラグが５年ぐらいはあります

ね。バブルがはじけて５年くら

いたった今，産業界は研究投資

が減っていますが，逆に金材研

では増えています。だから溶接

の研究もまた復活してきていま

す。

　高野・私は1972（昭和47）年

の入社ですが，造船が自動化で

一番溶接をリードしてました

ね。私が入社した頃は自動化を

やるために神戸製鋼所さんや日

鐵溶接工業さんとかに開発をお

願いにいき，どんどん自動化を

進めてきました。その技術が他

の産業界に，例えば建築とか鉄

構とか建設機械とかに波及し

て，ものすごく溶接の発達を促

しました。

　また，溶接の装置だけでなく

鋼材ですね，TMCP鋼なんかも

造船のニーズで鉄鋼メーカーが

総力を上げて開発してくれたお

かげで，造船の競争力を維持で

きたし，1975（昭和50）年代は

非常に生産技術部門が強化され

て，それが日本の産業を引っ

張っていったんじゃないかなと

思います。そのときに，それだ

けではなく高能率の溶接法とい

うことで電子ビームだとかレー

ザが開発されたし，やはりその

頃が一番華々しかったと思いま

すね。

　1985（昭和60）年代に入りま

すと，新素材とかそちらの方向

へ向いて生産技術は企業の中で

もあまり見られなくなったんで

すけど，ここ最近また社内の生

産技術が重要なものだと見直さ

れて，溶接技術者育成，溶接技

術の伝承ということが重視され

てきています。

　豊田・今のお話で造船は材料

からということですが，日本溶

接協会そのものは，モノづくり

をするためには材料・施工から

管理まで全部を追ってないとダ

メなわけで，これは溶接の特殊

性が関与しているためだと思い

ます。溶接はそのように関連分

野の取り持ちをして生産性，コ

ストなどを含めた形で製品の性

能を上げるためにつなげる役

目，それこそ「糊」で，その糊

が日本溶接協会であります。糊

の役割をすることが日本溶接協

会の大きな貢献になってるんで

す。造船は一番完璧な形でそれ

が出てきているんですね。た

だ，それが他の分野へうまく波

及しなかった面もありますが。

　高野・こういう業界は私ども

の会社で言いますと溶接だけな

んですよ，他の機械のような技

術では製品ごとの協会みたいな

ものがありますから，技術者の

横通しの場というか連絡網とい

うのはあまりない。よそがやっ

てることはさっぱり分からない

というのが普通の産業なんです

よ。私たちがよその会社に簡単

に連絡とれることが，溶接業界

の特別なところだと思うんです。
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　野村・戦後30年ぐらいなんで

しょうか，日本の産業界がもの

すごいスピードで欧米に追いつ

きましたね。30年史に出ている

んですが，戦後はアメリカの調

査団がきたときは30年遅れてい

ると言われていたものでした

が。実は，1983（昭和58）年に

TWI（英国溶接研究所）で「ウェ

ルディング・テクノロジー・

ジャパン」というセミナーが

あったんですが，その中で出て

きたことで，1981（昭和56）年

にオイラーという人が日本に

AWS（アメリカ溶接協会）の調

査団の一員としてきまして，報

告書を書いているんですよ。

　それによると，1960（昭和35）

年頃はアメリカに比べて日本は

10年遅れていたが，1970（昭和

45）年頃はアメリカ人と対等に

議論するようになってきたと，

1981（昭和56）年になって10年

進んでしまったと言うんです

ね。それぐらいハイスピードで

やってきたんでしょうね，それ

は一体何だったんだろうなとい

う気がするんですけどね。（笑）

　たぶん，日本溶接協会のよう

な学協会の活動というのは，わ

りにフランクに情報公開をしま

したよね，そういうことがある

でしょうし。それからとくに日

本溶接協会を中心に共同研究を

やってますからね。

　野本・全体のレベルが上がる

ためには，日本溶接協会のよう

な団体は非常に有効に機能する

んですよね。それから新しいも

の，先ほど豊田先生のお話でい

うとスコープメリットですか，

スケールメリットのところまで

はいってないけど，スコープを

探しだそうとすると，マスで探

すのではなしに個人個人でやら

なければならない，それも一つ

の新しい問題というかテーマに

なっているわけですね。1975

（昭和 50）年というと転換の時

代で，まさにそういう時期を迎

えているんでしょうね。

　島田・全体の規模が膨れ上

がっていくときには，企業間競

争というのが生産技術であった

り，能率化であったり，そうい

うところで非常に前向きになる

わけですよね。そこでは日本溶

接協会の果たす役割が非常に大

きいなと思うんです。ところ

が，これからのように企業間が

生き残りをかけて戦うように

なったときに日本溶接協会の役

割はまた違ってくると思います

ね。

　馬場・それと，どうしても指

摘しておかなければならないこ

ととして，今一つは日本溶接協

会の大きな存在の意義は，全国

すべての県に支部があって，そ

れが中小企業の溶接技術の普及

に大きく貢献してきたことじゃ

ないかと思うんです。で，そう

いう下地があるから，検定の受

験者数が年間10万人もいるんだ

とも言えるわけですね。まあ，

国家の制度でもないまったく民

間の検定制度で10万人という膨

大な数を処理している。しか

も，検定委員の先生方はボラン

ティアで活動するというのは，

一つには支部という大きな存在

があるからなんだろうと思うん

です。それもまた，いち早く全

国に支部をつくるために木原博

先生とか手塚敬三先生とか高名

なお忙しい先生方がほとんどの

支部に設立のための全国行脚を

しているんです。そういう大き

な下地があったんじゃないかな

と思うんです。

　野本・馬場さんから支部のお

話が出ましたが，実は，日本溶

接協会ってなんだろうなと思い

ながら今日はきたんです。会員

にとってのメリットというの

は，すごく大きいと思うんです

よね。その会員というのが，例

えば造船の集まりだと造船企業

にとって大きなメリットを与え

てきたと思います。個人会員も

いらっしゃいますが，私は個人

のメリットというのは本当はよ

く分からないんです。ただ，企

業とか業界にとってのメリット

とは，例えば技術者とか技能者

を教育する，または資格を与え

るといった場合に，国とか行政

の代わりという意味合いがある

んですね。

　もちろん，それは業界のメ

リットにもなるんだけど，技術

のレベルを上げるという意味と

きちんとそれを毎年毎年実施す

るというような意味合いで，国

とか行政の代わりをするという

メリットがあって，それを支え

ているのが日本溶接協会であ

始始始始始まままままりりりりりははははは3030303030年年年年年ののののの遅遅遅遅遅れれれれれ
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り，例えば検定で言うと地区の

検定委員会であって，それから

支部の方々なんですよね。その

方々全員が誇りを持ってやって

て下さることが，私たちにとっ

てはありがたいことなんですよ

ね，ボランティア活動のよう

で。

　ただ，それが完全にボラン

ティアの場合と，みなさんお仕

事に少し関連しているというよ

うなところがあります。そうい

うことがあるからこそ，日本溶

接協会としてここまでこれたん

ですよね。1955（昭和30）年に

は1,000名の受験者が今は10万

人を超すわけですからね。支部

は5,000 人の検定試験を扱う大

きな支部から何百人しか扱わな

いところまでいろいろあって，

それぞれがご自分のためでもあ

り，また日本溶接協会のためで

もあり，国のためでもあるお仕

事をしているというのが日本溶

接協会の大きな働きなんだけ

ど，大手企業ばかりでなく支部

で扱っているような小さな企業

を含めて，日本溶接協会の活動

と言わなければならないんで，

どこか一点に焦点を当てると非

常にいびつなことになると思っ

てるんですけどね。

　恩澤・ところで，最近の溶接

技術に大きな変化は出てきてお

りましょうか。

　野村・確かに量的な拡大路線

を採ってきた時代からは変わっ

てきてはいると思うんですけ

ど，ただ依然として低コストで

省力化，自動化というニーズは

まだまだ強いと思います。ま

た，ロボット化も進んできてお

りまして，1980（昭和55）年を

ロボット元年として，それから

ずっと上がってきて，依然とし

てロボット化はまだまだ進んで

くると思います。

　アーク溶接ロボットに限定し

ましても，これまで売れてきた

累積台数は７万 6,000 台くらい

だと思うんですね，その中で輸

出は 15％から 20％ぐらいある

んですが，そうしますと，溶接

工が何人必要かという数字から

見ると，まだロボットが十分に

機能しているとは思えないんで

す。そういったできるだけ手間

暇かけないで，そこそこの品質

のモノをつくっていくロボット

化というものが求められてくる

と思います。

野本敏治

東京大学大学院工学系研究科 教授

　豊田・われわれが学生を相手

にしていると，溶接には停滞感

というイメージが大きいと言い

ます。確かに，みなさんが努力

して自動化し，省人化・省力化

しているんですが，これは溶接

技能者を減らしているわけです

よね（笑）。

　われわれからしてみれば，そ

の努力によって非常に難しい問

題が残って，より高度な技術者

が必要なようになるわけです。

恐らく世の中の受け取り方はそ

ういう形になっていません。そ

品ができたとか，新しい製品の

コンセプトを変え，設計思想を

変えてこういう作り方をしたた

めに機能が上がったとか，設計

との融合で何かを出していかな

いと。今与えられたモノを安く

造りますとだけ言ってるんでは

魅力がありません。

　豊田・われわれの学生パンフ

レットを見ると『モノづくりで

文化をつくる』と書いてあるん

ですよ。そういうところが高野

さんがおっしゃられたことだと

思うんですよね。

難難難難難しししししいいいいい問問問問問題題題題題ががががが残残残残残っっっっってててててくくくくくるるるるる

のため，停滞感というものが出

てきた。みんな努力されてきた

おかげで逆にそういう方向へ

行っている感がある。一方，学

生が進路を決めるのはそこに魅

力があるかないかなんですよ

ね，ですから，溶接にどういう

魅力があるかが見えてくると，

人が集まってくるということに

なるんじゃないかと思います。

　高野・ようするに，生産技術

であるために製品が見えないと

ころが一番辛いと思うんですよ

ね。溶接技術で新しいこんな製
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　高野・それと，企業の中でも

生産現場だけがコストダウン，

コストダウンでは行き詰まって

しまう。結局，今一番の問題は

供給能力が大きくなってきてい

る時代なわけですから，海外と

のコスト競争になってくる。全

体のコストを見ると，個々の工

場内でつくるのにかかる費用は

10％ぐらいにしかならないんで

す。50％ぐらいは資材費などの

購入ですし，現場で画期的なこ

とをしても，なかなかコスト競

争力が上がってこない。そうす

るとトータルのつくり方です

ね，個々だけではなくて製品全

体としてどう安くつくるかなん

ですね。海外でつくらせてコス

トをセーブしたり，情報をうま

く捕まえて生産していく時代に

変わってきているんです。生産

技術だって単なる個々の要素技

術の高度化だけでは限界で，

もっともこれも地道に努力しな

ければいかんのですけれども，

それだけではダメで･ ･ ･ ･ 。

　豊田・だから，残ってきてい

るのは難しい問題になるんです

よね。通常は高度な技術者が高

度な技術にいくには，その下に

たくさんの人がいて，ピラミッ

ド型になっている状況じゃない

とだめで，人数が少なくて高度

な技術者を維持しろというのは

非常に至難の業ですよ。だか

ら，その解決には今までとは違

うシステムのようなものをつ

くっていかなければならないん

でしょうね。日本溶接協会のや

り方も今までとは違ったシステ

ムをつくらないと。

　恩澤・それは，技術・技能の

伝承にも結びつくんじゃないで

しょうか。高度な技術を持った

人がほんの何人かしかいなかっ

たら，これこそ大変ですね。

　野本・高野さんがおっしゃっ

たことで私も納得するんです

が，溶接技術という考え方と生

産技術という捉え方は違うと思

うんですよね。私たちは溶接技

術と捉えると，そこの要素技術

だけで勝負してしまおうと考え

てしまう。実際の企業はそんな

ことは全然してないんですけ

ど。

　ただ，やはり溶接と言うこと

によって生産技術の広さをカ

バーしないで話をしてしまうか

ら，結局私たちは損をしている

じゃないでしょうか。皆さんは

ものすごく努力されて，コスト

ダウンだってうんとやって，自

動化も進めて。自動化というこ

とだって，溶接法だけではない

ことをみなさんやっているわけ

ですよね。それで結局，溶接が

３Ｋだとか，エスタブリッシュ

（確立）された業界だとか言わ

れれば学生も集まらない。学生

が集まらないと，企業にも良い

人材がいかないということにな

る。損してるかなという気にな

りますよね。

　島田・そういうので溶接材料

をつくっている側の立場で申し

上げますと，日本とアメリカの

決定的な違いというのは，アメ

リカにリンカーンという代表的

な溶接メーカーがあるんです

が，その会社は溶接材料ばかり

ではなく，溶接電源，溶断器全

部扱っているんですよね，ソー

スワンというのが企業の在り方

なんですね。日本の場合は，切

断機メーカーだけで25社ぐらい

ありますし，溶接材料メーカー

が20社，溶接機メーカーが大所

だけで４，５社あるといった具

合で，それぞれが分かれている

というのが日本の特徴なんで

す。日本というのは建設業だけ

でも50万社と言われてますが，

狭い国土でみんなで分業するこ

とで保ってきた社会の仕組みが

今になって保てなくなってきた

と，それが淘汰されるのか統合

されるのか今模索の状態だと思

うんですね。

　だから，日本溶接協会もいろ

んな部会があることをそれで良

しとしているのか，活性化させ

るところは活性化させる，やめ

るところはやめるという考え方

と，全分野を網羅しているほう

が良いという考え方があるんで

しょうが，全分野を網羅してい

る方が良いんだというのは，日

本溶接協会の歴史的背景がそう

なんだろうと思います。

　高野・日本溶接協会は今まで

学会と産業界の接点の場を提供

してきて，技術普及を図ってこ

られたが，これからはもうそれ

が行き詰まっていくと思いま

す。これからは情報発信の場と

して，世界の情報はこうでとい

うような方向で，先ほどお話が

あったスコープメリットの方へ

いかねばならないので，既存の

高野元太

三菱重工業㈱高砂研究所 主管
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やり方ではもう無理なんじゃな

いでしょうか。

　これからはもっと情報を出し

ていって，日本溶接協会に頼ん

だらいろんなことを教えてくれ

るとか，スピーディにいろんな

ことに対応してくれるというこ

とをしていかないといけないと

思います。海外なんかは，情報

は結構普及してますからね。ど

こに行ってもみなさん学会誌を

よく勉強してますし，日本なん

かよりよっぽど情報を知ってま

すよね，どこでどんなことをし

てるかというのを。

　野本・確かに戦後50年，順調

に伸びてきてこれだけの地位は

保っているけれども，これから

の50年はこの50周年を記念と

して，私たちも新しい方向を模

索しなければならない時期です

よね。

　島田・今のお話で，日本溶接

協会は産業界と密接な関わりが

あると思うんです。産業界の今

の大きな考え方は，本業への回

帰といいますか，もう新事業は

やらないという考えだと思うん

ですね。それぐらいのところま

で，ほとんどの事業家が腹をく

くっていますよ。だから新しい

ものを望むよりも今の中をより

深く耕そうと，生き残ることが

まず先だとね（笑），日本溶接協

会もそういう視点で変わってほ

しいと思いますな。日本溶接協

会もコストと無関係では困るわ

けですからな。

　それと，日本溶接協会として

基本的に溶接技術者とか溶接技

能者の技術伝承，その認証，レ

ベルの維持というのは普遍的な

テーマだと思うんですよね。そ

れに対して，やはり部会委員会

の在り方としては産業界とリン

クしているわけでしょうけど，

部会委員会活動というものは一

体何かということを，もっと整

理すべきだと思いますよね。

　豊田・われわれも研究委員会

に関与していまして，今までは

仲良しクラブで何かテーマを挙

げてみんなで一緒にやりましょ

うと共同して作業してきたんで

すが，このごろはすごく難しく

なった。そういう意味では「競

合社会」の中にあって，日本溶

接協会の在り方というのは当然

変わってくると思うんです。日

本溶接協会そのものが情報交換

の場，情報の発信の場というの

が少し弱いんですよね。今まで

のように委員会に出て各自で勝

手に情報を取ってきなさいとか

ではなく，積極的に日本溶接協

会側から情報を発信する形に

なっていないんですね。だから

今後は，大きな情報発信基地に

ならないといけないと思うんで

す。

　馬場・ただ，豊田先生が今

おっしゃったように共同研究が

難しくなってきたというのは，

今までの日本溶接協会の歴史と

はまったく違う方向を考えない

とならないということになるで

しょうね。今までの歴史を見る

と，大部分はニーズを持った人

たちが集まって共同研究をや

る，それが標準化され規格化さ

れる，それがまたずっと全国に

普及していく。これをいろんな

分野でその繰り返しをやってき

たわけですが，共同研究に企業

がしのぎを削って参画しにくく

なると，今までの日本溶接協会

の手法というのを手直さなけれ

ばならないということになりま

すね。

　野本・今の馬場さんの言葉の

中で「規格化」というのがあり

ましたけど，日本溶接協会の定

款の中に規準化ということを明

確に入れると，規準をつくると

いうことを大きな仕事にします

と，世間に公言することができ

ます。最近では標準化として

ISO規準が非常に大きな動きに

なっているわけですからね。で

すから，従来の仕事の延長線上

だけれども規準をつくることが

この協会の仕事であるというふ

うに言えれば，それは大きな発

展なんですよね。それに，最近

はみなさんストラテジィ（戦

略）を持って規準をつくって

らっしゃるわけだから，そう

いったストラテジィをつくりあ

げるんですよと公言すること

は，日本溶接協会の新しい仕事

を取り込むことになると私は思

いますけどね。

　馬場・非常に大きなことです

よね。これからの日本溶接協会

の話になるんですが，これまで

つくってきた規格の大部分は，

ススススストトトトトラララララテテテテテジジジジジィィィィィををををを持持持持持っっっっったたたたた規規規規規格格格格格づづづづづくくくくくりりりりり
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各部会委員会に集まった人たち

のニーズで標準化されてきたん

ですね。そういう活動が中心

だったように思いますが，これ

からは全産業を相手にストラテ

ジィを持って，システマティッ

クに標準化事業を進めてゆく必

要があるんじゃないでしょう

か。

　野本・規制緩和という背景か

ら，民間規格がだんだん定着し

ようとしてきているときには，

定款の中に規準をつくるのがお

仕事ですというところしか参加

できません。そういうような意

味合いでは，日本溶接協会の新

しい仕事の一つとしてそれがあ

るかもしれないと思います。

　恩澤・その規格・規準をつ

くって，それが本当に使っても

らえるかどうかというのは最近

ではなかなか難しくなってきて

いるんじゃないですか。以前

に，はんだの技能者の資格の規

格をつくろうとしたら中小企業

から猛反発をされまして，「ま

だそういうところで規制をする

のか」ということでした。私が

よく分からないのは，大きな企

業にとっては規格をつくった方

がいいのか，それともそういう

のをつくられるのは困るのかな

んですね。会社ではすでに全部

のモノに対する信頼性を上げら

れるだけのものはもっていて，

へたに規格をつくるのはまずい

んでしょうか。

　野本・今のところコストの問

題だと思うんですけど。従来は

みなさんがつくりたいものをつ

くりましょうよとやってきて，

それがWESでありJISだったん

だけど，そうではなしにこれか

らはつくらなければならないも

のをつくる。全部横通しに見て

足りないものはつくらなければ

ならない。それが，従来からみ

なさんがボランティア的にやっ

てきたものとは違ってもっと戦

略的につくることがあるのかな

と思ってるんですけど。だか

ら，ときには周囲から反対され

てもそれはつくっておかなけれ

ばならないものもあるというこ

とでしょうか。ただし，それは

規制という意味合いを言ってる

わけじゃないんですけどね。

　馬場・そのストラテジィを描

いて，そのストラテジィに向け

てつくっていく準備をしてお

く。ただし，ユーザーである産

業界が使うかどうかですね。

　野本・そのあたりは ISOでは

要領が良くて，産業界の要望よ

り先につくってしまって，それ

が後で説明できればいいわけで

すよね。もちろん，ムチャク

チャなものをつくったら全然使

えないですけど。そこのところ

が，日本人の発想とヨーロッパ

人の発想との違いだと私は思う

ことがあります。

　豊田・ISO9000 シリーズなん

かも，ああいう状態では日本に

定着しないだろう，あれは背景

が違うんだという話でしたけ

ど，今は9,000 社を超えるほど

取得してるんですよね。野村さ

んが今苦労されているIWEなん

かも受け入れられるのかどうか

は，世の中の流れをどう掴むか

ということが，非常に絡んでき

ているんですよね。

　野村・例えば，溶接技能者の

検定問題なんですが，だいぶ良

い方向には向かっているんです

けど，製品毎に資格制度がある

んですよね。造船では造船の資

格，ボイラはボイラの資格，そ

の上同じボイラでも，電気事業

法と労働省が認定しているもの

には違いがありますし。そうい

う同じものでありながら，幾つ

もの資格を取らなければならな

いというのは企業にとっては非

常に大きな負担ですよね。

　それから，溶接施工，WPSと

言ってるんですが，溶接施工要

領についてもある製品で取れて

おれば，検査基準の問題はあり

ますけれども，あるプロセスが

あるところで認められていれ

ば，もうそれは他の製品でも使

えるとかですね，規格の統一規

準化というか，突き詰めていけ

ば規格の国際統合なんですが，

そういうことをやっていかねば

ならんと思うんですよね。そう

いう意味でISO9000というもの

に乗っかってやっていくという

のは，われわれにとって比較的

近道なのかなと思うんです。

AWSなんかはASMEとうまく

対応してますよね。

　野本・今野村さんがおっ

しゃったことで，私が前から

思っているんですけど，日本溶

接協会の仕事なのか溶接学会の

仕事なのかわかりませんが，

「溶接」というのは横に広い業

野村博一

日本鋼管工事㈱ 専務取締役
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界でいろいろな縦を含んでます

よね，それで溶接技術の基本と

いうのが「溶接」にはあって，

それがところどころ違うのが縦

にあります。造船の溶接はこう

いうのが特徴ですとか，建築の

溶接はこういうのが特徴ですと

か。そこのあたりをきちんと日

本溶接協会なり溶接学会なりが

仕分けすることが重要だと思い

ます。

　そうすると，規格とか規準は

統一のものとプラスαのものが

あるんですが，プラスαのもの

はできるだけαをしないという

考え方が日本でもできると思う

んですよね。それをはじめか

ら，日本溶接協会では例えば造

船の溶接，橋梁の溶接と分かれ

ているとすれば，絶対に統一規

準化ができないですね。ですか

ら，私は ISOにはもちろん賛成

ですが，そういうものに頼らな

ければならないという気がしま

すね。

　馬場・ですから，アメリカに

あって日本にはないのは溶接の

全体を覆う規準がないんです

ね。共通項で括っておいて，と

いうものがまだできていないん

じゃないでしょうか。

　島田・それともう一つは，監

督官庁が違うということです

よ。縦割り社会ですから。

　馬場・ただ，縦割りのわりに

は日本溶接協会はしっかり生き

延びてきましたね（笑）。検定制

度にしたって造船は海事協会が

やってるし，鉄道はJRが溶接技

能者を認定しているし，ボイラ

もそのようになってます。全部

縦になってながら JIS の検定も

ちゃんとある。その力関係は，

業界によってアンバランスもあ

りますけどうまくきてますの

で。ですから，ある意味では日

本溶接協会は今のような規制緩

和の中での民間主導という時代

を先行してきたんですよね，横

割りに。このことは創立以来の

一貫した方向性だと思います

し，積極的に評価していいこと

ではないか思うんです。

　島田・そういうことを働きか

けていって，縦割りを打ち破れ

ますかな。日本溶接協会がもし

そんな壮大な目的を持ってたら

素晴らしいと思いますけど。

　恩澤・縦割りを打ち破るとい

うことは，日本国内でやろうと

したら難しいですかね。

　豊田・日本溶接協会が今の規

制緩和そして構造物の性能規定

へと変わる時期にどういう役割

を果たすのか，戦略を立てなけ

ればならないと思うんですよ。

性能規定に変わるので，それで

溶接がどういう形でその役割を

果たせるのか，これは非常に大

きなことだと思うんです。日本

溶接協会が品質を保証します

よ，ということになればみんな

集まってきますよ。ところが，

日本溶接協会が当てにならない

となればみんな逃げまてしまい

ますね。

　野村・そういう方向で強く打

ち出す時期なんでしょうね。

　島田・もう一つの問題提起で

すけど，今グローバル化という

ことが進んでますが，アジアに

おいて日本の溶接協会が果たす

役割がもう少しあるんじゃない

かなと思うんです。海外にいく

と，シンガポールで井上誠一さ

んにネジ巻かれて帰ってくるん

ですが，日本の溶接協会は日本

の協会ではあるけれども，ヨー

ロッパ，アメリカに対抗するだ

けではくアジアの先進国として

の役割があるんじゃないかな。

　馬場・それは私も同感です。

今，井上さんとおっしゃったの

は阪大の溶接を卒業なさって，

シンガポール千代田化工の社長

で，シンガポール溶接協会の会

長さんなんですが。

　島田・一つエピソードをご紹

介しますと，井上さんにインド

ネシアもしくはタイに溶接教育

訓練所をつくりたいというお話

があって，基本的には賛成だけ

れども日本以外の国の場合，例

えば日本でいう JIS のような資

格を取る場合，誰がそのコスト

を払うのかという問題があると

言うんですね。

　日本の場合はそれが企業だと

思うんですよね。ほかのシンガ

ポール，マレーシア，インドネ

シアにしても，とても企業が払

うようには思えないと。なぜな

ら，溶接技能者は移動しますか

ら。かといって，個人が払うよ

うな余力はないわけですが。向

こうの協会とのパイプは現在ど

うなっているんですか。

アアアアアジジジジジアアアアアにににににおおおおおけけけけけるるるるる日日日日日本本本本本溶溶溶溶溶接接接接接協協協協協会会会会会
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　馬場・日本溶接協会との間で

相互交流の協定を結んでおりま

すね。それと，技能訓練のこと

ですが，TWIがマレーシアにト

レーニングセンターをつくって

運営していますね。

　恩澤・韓国ではEWFに則って

教育システムをつくりました

ね。あれは，かなり政府から金

をもらっていると，ドイツのシ

ステムを入れてかなり金を貰っ

ていると向こうの人が言ってま

したけど。ということは，単独

の企業とか個人ではとってもそ

んなのに参加する金はないんで

しょう。

　馬場・ドイツはどういう政策

になっているのか分かりません

けども，DVS（ドイツ溶接協会）

が北京で自分たちの資格の講習

会を開いたり，ソウルでもやっ

たり，それから北京のウエル

ディングショーはDVSとの共催

になっているし。その形が今年

はシンガポールでも開かれるよ

うですし，表面上を見ている

と，溶接の分野で国家政策的に

アジアに進出してきて展示会を

開いて自国製品を売り込み，認

定活動をやって自分たちの資格

の普及を図っているようです。

そういうのを見ていると，日本

は孤立していくなというあせり

を非常に感じるんですけどね。

　恩澤・今，溶接では国際関係

ではJICAだけでしょう。それ以

上のものはないんですかね。

　野村・JICAでは５年毎にフォ

ローアップ調査ということを

やっているんですよ。JICAで教

育した人たちが国へ帰って，ど

んな仕事をしていて研修がどう

いう結果を出したのか，今後は

どのように研修制度を変えて

いったらいいのか，そのための

フォローアップなんですけど。

　私が一昨年それに参加して，

マレーシア，スリランカ，シン

ガポールにいったんですが，半

分以上の人たちが溶接に従事し

ているんです。そこではやは

り，資格制度をやってほしいと

か，訓練所を充実してほしいと

いう要望がありまして，そのと

きは JICA の職員も一緒でした

から，かなり焚付けたんですけ

ども。そのときにシンガポール

で井上さんにお会いして，JICA

の職員にも会わせたんです。そ

れで，JICAでも少し計画してみ

ようという雰囲気になりまし

て，帰国して国際活動委員会で

そんな話をしたんですが。国際

活動委員会の委員長の松田福久

先生もアジアが大事という点で

は一致してるんですが，どうい

う切り口で入っていったらいい

かわからない，やはりJICAの力

が出せればいいんでしょうが

ね。

　で，そのときにたまたま IIW

スキーム（国際溶接技術者認証

に関する IIW要綱）の話が出ま

して，IIWスキームが普及して

くれば，それで持ち込んだらど

うだろうと。IIWスキームとい

う比較的統一的なスキームでや

れば，JISを持ち込むよりはやり

やすいんじゃないでしょうか。

　野本・東南アジアは日本のこ

とをずいぶん頼りにしている部

分があるのに，日本はお金がな

いという言い方で，ずいぶん冷

淡に対応してますよね。

　野村・それから昨年，インド

ネシアの溶接協会から日本溶接

協会に話がありまして，インド

ネシア政府がお金を出すので日

本のインストラクターの制度を

入れてくれないかと言うんで

す。それで国際活動委員会で準

備を始めようとしていたら，イ

ンドネシアの金融恐慌でダメに

なったんですね。

　野本・大統領が変わったばか

りという不安定な時期だったん

でしょうけどね。

　私は去年オーストラリアに

いったら，シンガポールの井上

さんはオーストラリアの溶接学

会とは非常に近くて，交通費だ

けは自分たちでもつんだけれど

も，滞在費はお互いに持つとい

う交際方法をとっていました。

しかしながら，日本ではやりに

くいですね。日本は物価が高い

ですからね。それでも，少なく

ても精神的な手を差し伸べると

いうことが重要ですね。また，

お役所が半分でもサポートして

いただければ十分対応できるん

ですよね。私たちはお役所から

のお墨付きが必要なんじゃない

でしょうかね。

　馬場・それは結局，溶接界は

横割りですから頼りになる庶務

官庁が協力的じゃないのが難し

いところなんでしょうけど。し

かしそれをいつまでも言い訳に

してたんじゃ，これからの21世

恩澤忠男

東京工業大学工学部 教授
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紀のアジアでの日本の溶接は地

盤沈下してきますよね。

　それと，日本の場合には効果

をすぐ目の前に見たがるので，

大きな視野で継続した形で物事

に取り組まないという弊害があ

るんじゃないでしょうか。これ

はビジネスになるから行くとか

行かないという話にすぐなっ

ちゃって。そういうことを言わ

なくてもいい制度などが，国家

なり日本溶接協会にないと継続

した力にならない。

　島田・こういう問題では継続

性は大事でしょうからな。

　野本・日本がグローバル化と

言うときはいつも欧米を向いて

いるということですよね，もち

ろんそれはそれで一つの見方な

んですが。東南アジアのお兄さ

んという感じをどうしても持た

なくてはいけないと思います。

　豊田・どこかの社長さんが

言ってたんですが，グローバリ

ズムは理念，戦略，戦術の３つ

があって初めてグローバリズム

だと。日本溶接協会はまず理念

から問題になってくる。

　それから，もったいないなと

思うことがあるんですが。JICA

は同窓会があるんですか。

　野村・キチっとしたものはな

いに等しいです。

　豊田・アメリカの大学は，卒

業したらみんな強制的に同窓会

に入るんですよ。ところが，日

本の大学はアジアの留学生をこ

れだけ受け入れているのに同窓

会組織をつくっていないんで

す。だから，人の繋がりが非常

に希薄なんですね。長い目で見

てそういう繋がりをなんとかつ

けておかないと。

　野村・スリランカにいったと

きなんですが，そこにJICAの連

絡員みたいな人がいるんです。

その人は溶接コースではなかっ

たんですが，ボランティアで溶

接コースを出た人たちを集めて

くれたんですね。やはり同窓会

制度をつくってほしい，定期刊

行物を出してほしい，最近では

SWE の資格まで取らしてほし

い，この資格制度をずっとフォ

ローするようなことをやって下

さい，という要望がありました

ですね。

　馬場・日本はなにか及び腰な

んですかね，そういう国際交流

に関しては。

　野村・そうかもしれません。

どうしたらいいのか，そういう

ニーズはあるんですけどね。

　入江・ちょっと話をそらしま

すが，実は私の仕事の性格上，

事故原因調査や民事裁判の鑑定

や技術相談がいっぱいくるんで

す。その中で圧倒的に多いのは

疲労と材料の問題なんですが，

材料なんかはとんでもないもの

を使っていて，溶接部はきれい

なんですが，そのまわりで割れ

る。それは材料に関する知識が

めちゃくちゃだからですね。そ

ういう問題が現実としてどんど

ん出てくると，あの資格試験は

いったいどうなってるのかなと

感じますね（笑）。

　恩澤・材料がめちゃくちゃと

いうのは取り違えているわけ？

　入江・まったく違うものを

使ってるんです。われわれのと

ころに問題が持ち込まれるの

は，中小企業が多いのですが，

実際，溶接の技量は素晴らしい

です。ただ，材料との絡みとか

になると，まったく彼等は素人

なんですよね。

　恩澤・私が心配してるのは日

本で得意としている分野，例え

ば材料で，鉄鋼で一番一般的な

軟鋼はどこの国でつくっても同

じになってしまうと，日本でつ

くるメリットがなくなる。高級

のものもだんだんそうなってく

るのかなと，すべての分野でも

そうなってくるんじゃないで

しょうか。

　野村・例えば，TMCP鋼は今

日本が強いと思うんですけど，

ただ長い目で見ると，そういっ

た技術も製鉄技術そのものを外

に出しているわけではないの

で，やがては戻ってくるでしょ

うけど。むしろ，溶接材料の面

ではどうなんでしょうかね。

　島田・高度技術とか特殊技術

というのは，どうしてもごく一

部なんですよね。だから企業経

営を支えるとすれば，あくまで

普遍的なものが別にあって造船

所とか鉄骨橋梁では安いところ

は韓国だと，高度なところは神

戸製鋼所だと，こう言われます

ともう企業活動を辞めようと思

います（笑）。それはもう研究所

の仕事であるというぐらいの割

り切りを持たざるを得ないです

ね。

　だから，世の中が全部そうな

るというややこしい話ではなし

に，世の中の基本を支えている

のは今の普遍的な鉄なら鉄の，

軟鋼せいぜい50キロまでという

ところは当分変わらないと思う

んですよね。そのあたりを研

究・技術開発もしくは技能の維

持を誰のコストでやっていくの

かと，逆に言うと，韓国メー

カーが日本において応分の役割

を果たすのならそういうコスト

を払うべしというのが，私の持
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論なんですけどね。ただこうな

ると，日本溶接協会の資格の問

題とかいろいろ違うスタンダー

ドが入ってくるややこしさがあ

ると思うんですが。

　恩澤・私が思ったのは，今ま

では日本が溶接の分野では進ん

でいたけど，目的が高度にどん

どん先ばかりに行くのが最近は

そうではなくなったということ

なんです。やはり，高級な材料

ばかりを日本が開発していた

ら，日本そのものがもうやって

いけないことは事実であろうと

思うんです。

　さて，この辺で，そういう問

題も含めて21世紀の展望につい

てお話下さい。

2121212121世世世世世紀紀紀紀紀へへへへへののののの展展展展展望望望望望

　豊田・われわれが教育という

形で溶接を教えるとき，学生に

向けて『溶接はなくなりません

よ，一般の会社の方もモノをつ

くる限り，くっつけるというこ

とが不可欠で，溶接はなくなら

ないと誰もがおっしゃるし』と

言うんですが，学生にすれば

『なくならないでしょうけど，

私が溶接をしなければならない

理由はないでしょう』となるん

です。なくならないからという

ことだけで終わってしまうと，

ダメなんですね。そういう意味

で周辺技術との融合が大事なん

です。

　一つには，情報社会の中での

生産技術で溶接がどう絡んでい

るんですか，ということです。

だから，われわれの学科ではプ

ロセスとシステムという２つの

柱で教えているわけです。もう

一つは，溶接はくっつける技術

なんだけれど，外すということ

と結び付く技術であるというの

が非常に大きいような気がする

んです。これはリサイクルと非

常に絡む問題なんですがね。こ

ういうことが日本溶接協会の柱

になってこないかな……。

　それと，今までは線でくっつ

けていたんですが，それが面で

くっつけるものが大分出てきて

いるです。そういう技術が進ん

できたときに，溶接の大系その

ものが変わってくる可能性があ

る。その辺の対応についても，

日本溶接協会としてどういう展

望をもち，どう戦略を立てるか

が重要だと感じがします。私は

教育者の立場で言わせてもらっ

たんですが，企業の方はどうお

考えですか。

　高野・もともと溶接は融合技

術をやってきたと思うんです

ね。だから逆に言うと，溶接の

学問をやってきた人は何でもで

きたんですが，今はあなたは何

が本職なんですか，と問われる

ような時代になっていると思う

んですね。個々に突き詰めて物

理とか金属とかの領域に分ける

と，溶接からは何がでたんです

か，何もでてないじゃないか

と，そこまで問われていると思

うんですね。

　最近，ヨーロッパなどにいっ

て思いますのは，ヨーロッパの

研究所は政府の資金，産業界の

資金それと大学の頭で３者１体

となって，ものすごい設備で実

験をやっている。そういうのを

協会がとりまとめを果たしてい

る。今は政府も振興策で企業が

要求するような研究開発をしよ

うとしているんだから，それを

プロモートして企業を束ねて先

進的なヨーロッパやアメリカに

負けないプロジェクトをどんど

ん興していくというところに，

日本溶接協会が果たしていく役

割があるのではないかと思うん

です。

　地道なことだけは研究者・技

術者の維持が困難で，やはり先

端的なことをしてこそ技術者を

維持して，企業で技術も発展し

ていけるんですけど。情報化社

会になってきてますから，例え

ば野本先生がやっておられる

CIMとかの類を……。私のとこ

ろでもバーチャル・ファクト

リーなんてのをやってますし，

そういう分野はこれからますま

す伸びるでしょうし，ぜひ切り

開いていってほしいと思います

ね。

　馬場・例えば入江さん，超鉄

鋼プロジェクトとかフォトンプ

ロジェクトとか，やりように

よっては日本溶接協会が仕掛け

人になるような可能性はあるん

ですか。

　入江・そう簡単にはいかない

ですよ。今のフロンティアの

バックアップは鉄鋼５社であ

り，フォトンの場合もターゲッ

トが溶接だけではなく，様々の

分野の学協会の協力が必要だと
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思いますよ。

　豊田・だけど，可能性はあり

ますよね。

　入江・つまり，今の日本のよ

うな縦割り方式では非常に難し

い。他の協会と連合してやれば

できると思うんですが。そうい

う意味では大型プロジェクトの

場合，ターゲットを拡げておか

なければなかなか認められませ

ん。

　馬場・従来の日本溶接協会で

は，委託研究を予算でもらって

くるということをやっている。

高野さんがおっしゃられたよう

に，自分でプロジェクトを構想

して，そのためにいろんな学協

会の参画を呼びかけて，政府に

資金を出させてというところは

なかったわけですね。これがで

きれば，まさしく日本溶接協会

が情報発信する立場になるわけ

ですね。

　島田・政治の世界とは距離を

置いていたんですな。

　馬場・それが良いところでも

あったんですが。

　島田・そうでしょうな。

　入江・ただ，国側も民間から

の提案にすごく期待しています

よ。

　島田・通産なんかも私にそう

言うわけですよ。溶接業界から

テーマを出してくれと。

　馬場・国際協力でも日本溶接

協会が構想して，アジアの各国

に溶接技能者の普及をしていく

んだと，こういう日本の資格制

度をも含めて基礎教育と一緒に

トレーニングをやらないかとい

う構想を持ったら，結構お金は

出るんじゃないかと思うんです

けどね。

　野村・一度JICAの本部にいっ

たことがあるんですよ，私と森

直道専務理事とで JICA の理事

に会いまして，IIWスキームと

か溶接訓練所の構想をお話しま

したら，感触が良かったです

ね。現在のJICAのテーマのキー

ワードは環境，医療，教育だそ

うで，私どもの構想はその３番

目に当たりましてね。だから，

何か良いプランニングをして，

どこかと組む必要があれば組ん

で，良いプランで持っていけば

受け入れてもらえるのではない

かという気がしました。

　島田・今の野村さんのご提案

の一番の問題点は，それぞれの

国の相手の受け手の問題なんで

すよね。それがしっかりしてい

るかどうかというところが。ど

うも頼りないんですな，どの国

も。

　野村・向こうがプライオリ

ティを上げてくれないといけな

いですよね，溶接こそやってほ

しいんだという。最近少し始

まったらしんですけど，ASEAN

諸国を対象にしたものがあるん

です。これは井上さんの構想が

そうなんですが，最初にシンガ

ポールにつくろうかと言ったん

ですが，シンガポールはもう被

援助国ではないということで，

マレーシアと言ったらマレーシ

アももうだめで，そうすると，

タイとかインドネシアぐらいだ

と。井上構想ではインドネシア

につくって，対象はASEAN諸

国だということなんですよね。

　馬場・向こうは溶接という職

種でお金を取れるんです。先に

述べた日本のような縦割り社会

の中の溶接工ではなく，溶接工

という資格を持っていれば，イ

ンドネシアでもシンガポールで

もタイでもどこでも仕事ができ

る労働事情なんですね。だか

ら，日本のようなトーレニング

が個人にとって価値がある。彼

等もそれを希望しているんです

よね

　島田・何か踏み出しをしない

と。受けての問題というのは付

いて回るんですけどね。JICAか

ODAかの力を借りながら，それ

をやっていけば。日本溶接協会

の21世紀の大きな役割になると

思いますけどね。

　野村・ですから，ハードは

JICAの方でやってもらって，わ

れわれが提案したのは現地の先

生方をトレーニングして，日本

のスキームを入れるというこ

と。教科書からなにから全部用

意してですね。

　豊田・DVSがそれをしてます

ね。

　野村・ええ。だから，日本も

IIWのANBとしての仕事がそこ

にあるという形でやっていけ

ば，低コストでいけるんじゃな

いかな。

　馬場・彼等もそれを希望して

いるんですよね。日本でやって

下さいという希望が結構強いん

ですよね。

　野本・現実問題として，それ

島田博夫

㈱神戸製鋼所 常務取締役
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をやろうとすると日本溶接協会

はその費用を負担できないんで

すよね。従来のように特定の個

人の先生方なりがプロジェクト

をたててきたというやり方では

それはできなくて，事務局が相

当しっかりして，ある方向が出

たらネゴシエーションできるよ

うな形でやらなければまずいで

すね。と言うのは，日本溶接協

会には教育組織とか体制とかを

つくることを教えたりする能力

は十分あるんですよね，だか

ら，韓国もインドネシアもシン

ガポールも東南アジアの国々は

それを待っているはずですよ。

　豊田・十数年先を見れば，日

本は少子化してますよね，今で

さえ大学受験のときの合格率が

70％を超えているんですよ。学

生が 100％とにかく全部大学へ

入って，初めて定員が埋まるわ

けですね。だから大学としても

死活問題ですが，ということは

それだけ技術者が非常に枯渇し

てくる，ましてや技能者はかな

り減るでしょうね。そうなって

きたときに，日本は国内でのモ

ノづくりを止めるんですか，そ

れとも作り続けるんだったら技

能者なり労働者をどうするんで

すかという話になってきたら，

やはりアジアへ向けての戦略が

重要になってくるんでしょう

ね。

溶溶溶溶溶接接接接接教教教教教育育育育育をををををどどどどどううううう進進進進進めめめめめるるるるる

　野本・話が全然違いますけ

ど，大学では，阪大ですら溶接

を教えなくなりつつあるわけで

すから，日本全国の大学で溶接

を教えているところがどんどん

少なくなっていると考えられま

す。東大でも，私たちの学科は

今年から溶接という単独の科目

はありません。そうすると，溶

接を教えるということが商売に

なるわけですね。教育が完全に

事業に乗ることになる。

　豊田・ヨーロッパと一緒の状

態になるわけですね。

　野本・積極的にそれにも取り

込まないといけないと思いま

す。モノづくりがなくならない

限り，溶接管理はなくなりませ

ん。教育というのは，溶接学会

も含めて日本溶接協会にとって

すごく大きな仕事になり得るは

ずですよね。

　恩澤・言うなれば，大学で本

当の技術者を教えることができ

なくなることは事実なんですよ

ね，現在も。

　豊田・ある特定分野の技術を

となると，非常に難しくなりま

す。

　恩澤・われわれの一番の悩み

は，今コンピュータの万能時代

になって，みんな計算ばかりや

りたがる。やはりわれわれとし

ては，実験的なことをやりたい

んですけど。ただ実験となる

と，日本では昔は大学と会社と

が一緒になってやることはダメ

だったというのが未だに続いて

いるようなところがあって，

今，会社から要望からされるの

が難しい話ばかりになっちゃっ

て，大学でも対応しきれないほ

ど難しい問題があるんですよ

（笑）。

　居るのは学生と助手ぐらい

じゃそんな難しいことはなかな

かできない。本当はもう少しコ

ンタクトを強くして，逆に会社

から教えてもらうぐらいにしな

いと大学の教育も難しいと思

う。

　野本・例えば，三菱重工業で

造船のシェアが40％だったとき

は，造船で採用できる人は45％

とか，シェアの大きなときには

その割合より以上に人を採れる

わけですよね。今は10％ を切っ

ているそうですが，そうすると

５％とか７％しか人を採用でき

ません。小さくなると採用する

割合も小さくなるわけですよ

ね。今私たちのところから造船

業に就職する人は学生数の１割

なんです。日本の造船学科は８

つの大学にあるんですけど，そ

れをトータルしても２割なんで

すね。２割ぐらいだけが造船業

に就職するとすると，その２割

のために特殊な造船教育はでき

なくて，だんだん教育内容が変

わっていかざるを得ない。

　もちろん，それは私たちに

とって恥ずかしいことでもある

けど，それが日本の工学部の置

かれている状況なんです。です

から，そういう人たちに例えば

造船の溶接を教えますよと言っ

ても，他の先生方が納得しな

い。教えたくないというのとは

ちょっと違って，非常に状況は

難しいところにきていて，そう
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いうところの卒業生がメーカー

に進むということになるので，

ますます日本の製造業にとって

不利になるから，日本溶接協会

とか溶接学会が教育というのを

真剣に考えないといけないと思

います。

　豊田・大学を卒業してからの

技術者教育ということなら，溶

接学会や日本溶接協会がやる価

値があると思うんですね。われ

われも教えることがないわけで

はなくて，他にも教えることが

あるんですね。それとの相対比

較で，どのような科目を選択す

ると学生にとって一番良いかと

いう判断になるのです。卒業生

の内でも溶接関連に進むのは３

割以下となっています。

　野本・溶接の技術者教育とい

うときに，必ずしも今のWES

8103 だとか技量検定（JIS  Z

3801）だけということでなく，

もっと広い目で新しく見直さな

いといけないと思うんですけど。

　豊田・そういう意味では，446

時間とかそういう教育システム

が必要になってくる。それを今

までだったらいらないはずだ

と，今の上の人たちはおそらく

おっしゃると思うんです。そん

なのは大学でちゃんと習ってき

たのと違うのかと，あるいはそ

んなのは自分で勉強できるんや

ないかという話だろうと。

　しかし，それができるポテン

シャルもなかったらだめで，や

はり溶接技術者は必要なんでは

ないでしょうか。例えば，ヨー

ロッパの工学部を出てるといっ

ても理学部卒みたいなものです

よね，そういう人にとっては工

学教育は必要で，日本もそうい

う状況に近くなってきていると

いう認識をしてもらわないと，

IIWスキームによる教育システ

ムは成り立たないでしょうね。

そして，そのときに日本溶接協

会としてどのような戦略をたて

るかということなんですね。

　野本・それにはまったく東南

アジアの国にも当てはまるはず

ですからね。日本溶接協会に

とっては，教育というのは大き

な仕事ではないかなと思います

けど。

　恩澤・昔の阪大の溶接工学科

の授業と今の授業を比べると，

どのぐらい減っているわけです

か。今の溶接技術者の446時間

に相当するものが。

　豊田・マスターまでいけば，

企業の実務に近いものは除きま

して，知識としてはあの講義の

内容は全部カバーしてます。だ

から溶接は，われわれのところ

では教育としては比較的多い方

です。ただ科目名が変わってま

すので。

　恩澤・うちの大学なんかは，

溶接はどこもやってない。前は

金属工学科が松田先生をよんで

集中講義でやってたのかな。今

はどうかわかりませんが。そう

いうような状態ですから，金属

工学科を卒業しました，機械工

学科を卒業しましたといっても

溶接なんか何にも知らない。

　豊田・だから，溶接技術者が

大学から出ていくわけではな

い。出てきた人を溶接技術者に

するんですよと。それがメリッ

トがあれば，自分でお金を出し

ても446時間受講するし，そう

でなかったら企業がそれを教育

するという形に変わるんでしょ

うね。

　野本・困ったことだと思いま

すが，日本溶接協会の仕事とし

て積極的に利用していくかどう

か，という話だと思うんです

ね，業界全体として。

　高野・フランスの溶接研究所

ではやってますよね。必要なこ

とだと思うんですわ。それと，

企業で溶接教育をしろというの

は無理ですよ。

　恩澤・昔ならかなりできたん

じゃないですか。

　豊田・どの企業でも学校を

持ってましたよ。

　恩澤・ということは，やはり

日本溶接協会あたりがそれをや

らないといけないんでしょう

ね。

　高野・まあ溶接技術者はいる

わけですよ。今は大学出がただ

ちにできるだろうということで

やってるわけですけど，それが

できないとなると，外に出して

でも資格を取らせることになる

でしょうね。今は社内の生産技

術者教育でやっているんですけ

ど。

入江宏定

金属材料技術研究所

力学機構研究部長

●座談会 「21世紀の
溶接技術と日本溶接
協会への期待」
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　恩澤・それでは最後になりま

したが，日本溶接協会に対する

期待というか今後どうあるべき

かということについて，お話し

いただきたいと存じます。

　野本・やはり過去50年間は先

生方が中心にある大きな目的を

もって進めてまいりましたし，

また，企業の方にほとんどを

やっていただいてきたというの

が日本溶接協会のうまくいくや

り方だったんだと思うんですけ

ど，うまくいってたところが少

しうまくいかなくなり始めた。

それは，日本の社会構造の変化

だと思うんですが。50年が経っ

たところで私が言いたいのは，

まず事務局にしっかりしていた

だきたいというのが，一番大き

なお願いです。

　事務局がしっかりするという

ことは，働き方が今までのよう

に縁の下の力持ちではなしに，

それとは違った日本溶接協会の

本当に生きるべき道を探ってい

かなければならないと思いま

す。例えば，先ほど来言ってき

たお役所とのパイプ役というこ

ともあるでしょうし，教育制度

を東南アジアにも持っていかな

ければならないとすれば，やる

気も必要だし言葉のことも必要

だし，そういうような人たちが

事務局に必要なんです。今まで

は皆さんが日本溶接協会をたて

て下さっていたんだけど，これ

からは日本溶接協会が自立して

やらなければ，とてもとてもう

まくいかないんじゃないかなと

思うようになってきました。

　歴代の会長の方々をたてると

いう意味でここまできたんです

けど，例えば企業の方も日本溶

接協会のためにそんなに時間を

使えない，人数も減ってます。

大学や中立の方も忙しくて，ボ

ランティアの方々の数はどんど

ん減っています。ですから，そ

ういうところでも日本溶接協会

の役割というか期待が大きいか

ら，事務局にどうしてもがん

ばっていただかなければならな

いんです。やることはたくさん

ありますので，後はそのやり方

かなという気がします。

　豊田・溶接工学という見方を

したときに，1944（昭和19）年

に岡田先生が書かれた溶接工

学の本の大系からほとんど抜け

出ていないんですね。ただ個々

の内容はものすごく変わったん

だけれども，大系そのものは変

わっていない。それが一つ。

　それとつくったものは文化に

なるんですが，つくるものは文

化にならないんですね。「溶接

＝つくるもの」なんですね。そ

れが溶接文化論になかなかつな

がらないために，今の学生を引

きつける魅力がない。そこら辺

を鑑みて，技術に対して日本溶

接協会はどうアプローチするの

か，今は対応に非常に曖昧さが

あると思うんですよ。そういう

ところをどうするかということ

が，今後戦略をたてる上で重要

じゃないかと思います。

　それともう一つ日本溶接協会

に期待したいのは，学生にして

みれば魅力を感じるのは溶接技

術者の地位だろうと思うんで

す。そういう意味で，ぜひ溶接

技術者が評価される，地位が向

上するためのキャンペーンを

大々的にやってもらいたい。こ

れはいろんな方法があると思い

ますが。このあたりを大いに期

待しています。

　野村・確かにやることは多

い，できる人が減ってくる，支

える人がいない，それでかなり

能率的にやらざるを得なくな

る。われわれ企業側から見ます

と，協会，学会という２本立て

体制が本当にこれでいいのかど

うか。企業から見ますと，学会

のメリットというのがあるはず

じゃないか，それによって効率

化とか……。例えば，AWSとか

DVS とか TWI とかいろんなと

ころが協会でやっているような

事業的なものと，学会でやって

るような普及，研究活動支援的

なものをやっている。それで企

業から見ると，協会と学会は一

体の方がでいいんじゃないか

と。やはり，次の世代はそうい

うことを考えていかなければい

けないんじゃないかなという気

がしますけどね。

　恩澤・若い世代には名前の問

題まで出てきて，溶接学会の名

前を変えてはという話も……。

　野村・だんだん私どもも会社

の中で，なぜ二つあるんだ，と

いうことが出始めてきました。

　豊田・私の方までその話は聞

日日日日日本本本本本溶溶溶溶溶接接接接接協協協協協会会会会会へへへへへののののの期期期期期待待待待待
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こえてきてますよ。

　恩澤・入江さんはどうです

か。

　入江・ものすごく期待すると

いうか，やることは多いんだと

思いますけど，溶接・接合とい

うのは，やはり産業に絶対に欠

かせない技術なんですが，結

局，若い人が見てくれない。何

かに焦点を絞ってもいいんです

けど，若い人がやったら面白そ

うだなというイメージを植え付

けるようなものを，何か派手

に，一つ特徴を出すような方向

へ持っていっていかなければな

らないでしょうね，地道な活動

もそれはそれでやっていかなけ

ればならないとしても。

　そして，産業の中でなくなら

ない，絶対に欠かせないという

だけのことでやっていると，下

手すると日本ではドラスティッ

クになくなる可能性も出てくる

んじゃないかと私は心配してい

る。それを防ぐという意味で，

溶接・接合は面白いんだという

アピールを，マスコミに採り上

げられるような何かを大きく打

ち上げてほしいなと。そういう

ことによって，だんだん若い人

たちも振り向いてくれんじゃな

いかと。それで底辺で増えてく

れば，確実に力がついてくるん

じゃないかなと思うんです。

　それと今，溶接のコンセプト

で遅れているのは，エコロジー

（環境）に対する対策で，この問

題は10年，20年後には確実に直

面する問題だと思っています。

今から溶接の面からみたエコロ

ジーを採り上げていった方がい

いんじゃないかなと思ってま

す。

　野本・今のお話で思います

が，例えば１億円プロジェクト

とか，日本溶接協会に１億円を

出してもらって，みなさんで若

い人に関心をもっていただく何

かをする，ということぐらいは

できそうですよね。もちろん，

企業の方にもアイデアを出して

もらって溶接界全体で１年なり

２年なりかけて。お金を使うこ

とだけではなしに，お金をそれ

だけ使っても何かしませんかと

いうようなことをやってもいい

よね。

　島田・溶接技術の歴史は60数

年ですか。まだまだ若い技術だ

と思うんですね。ただ，私ども

の研究開発テーマを社内で見て

いましても，新しいものに取り

組むネタが減っている。むし

ろ，コストダウンであったり，

エコロジーの問題であったり，

時局に対応したものはいろいろ

やってますけど，新しいもの，

野心的なものはなかなか出てこ

ないなという悩みを持っていま

す。

　最近，アルマゲドンとかああ

いう映画を見ておりまして，宇

宙船を修理するシーンがあるん

ですが，宇宙服を着て溶接して

いる。あれだけ想像力がある作

家が考えてもあんなもんかなぁ

と（笑）。ところが，人間は想像

できないものを作り出せるわけ

がありませんから，そうすると

逆に，溶接技術というのは当分

このままでいくのかなあという

感じを持ちました。

　日本溶接協会のことを振り

返って見ますと，一つには野村

さんのおっしゃった協会と学会

の合体をもう一度この機会に考

えていくべきじゃないかなと思

うんです。というのは世界との

戦いの中で，私がいろんな国で

問われるのは協会の役割と学会

の役割は何が違うんだというこ

となんです。だんだん国どうし

の戦いというよりも，そこまで

競争状況というのはグローバル

化に置かれているんだという認

識を，日本溶接協会自身が持っ

てほしいと思いますし，とくに

産業界側から見れば，露骨に言

いますとお金が二重に出ていく

となります。やはり，お金が有

効に使われる組織体であってほ

しいという議論をしてほしいと

思いますね。ただ，私はこの問

題は議論じゃ答えは出ないで，

誰かの決断によるんじゃないか

という気がしますね。

　もう１点は，日本溶接協会を

支えている地方の鉄工所，支部

の問題ですね。これに対して

は，ぜひ継続して暖かいご配慮

を願いたい。ときによって距離

が近づいたり遠ざかったりしま

すけど，一貫して支部に支えら

れているんだというスタンスで

いてほしいですね。もう一つ

は，支部に対して力を見せられ

る日本溶接協会であってほし

い。これだけの力があるから支

部はついてこい，というような

支部をついてこさせるパワーが

日本溶接協会自身に欲しいです

ね。

　高野・辛口で申し訳ないんで

すけど，大企業がボランティア

で日本溶接協会を支えるという

時代はとっくに終わってしまっ

たと思います。やはり，企業だ

けでなく真に社会に役立つ協会

ということを目指してこれから

舵取りをしていかないと，日本

溶接協会の存続は危ういと思い

ます。研究面でもそうですし，
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技術者・技能者の教育・維持，

それから今の支部の話もすべて

含めまして真剣に考えないと。

　そのため，溶接といってます

けど，私は生産技術全体の中で

溶接としての位置付けをとらま

えて，今後どうあるべきか模索

していく必要があると思いま

す。昔はレーザと言えば何でも

お金がおりたときもあったわけ

ですが（笑）。そういう時代は終

わったので，溶接固有の技術が

製品に影響するなり，新しいも

のを生み出すような模索してほ

しい。ただ単にコストダウンだ

けをやってたんでは，魅力が薄

れていく。その辺を考えていた

だきたいと思います。

　恩澤・ありがとうございまし

た。今の話を２つに分けると，

一方に完全に溶接技術の魅力と

いうか，溶接技術開発問題でそ

れは日本溶接協会とは直接関係

なくもう出ている問題が一つあ

りますね。

　それから，日本溶接協会その

ものに関しては，学会との合体

とか，教育システムの構築が日

本溶接協会へのニーズとして，

これから高くなるんではないか

ということでしたが，そのため

には，まさに事務局の方で十分

体制を整えてもらわないといけ

ない。将来展望としては非常に

重要だと思うんです。今日明日

の問題ではなく，そういう流れ

でやっていくことは重要であろ

うと。

　日本の産業自体が曲がり角に

きている状態ですから，溶接だ

けが安易な世界では決してない

わけですが，やはり真剣に考え

る時期にきているなという気が

します。

　21世紀になると，少しずつそ

ういうのが改善されていって，

最後にはグローバル化してくる

わけですから，その面でかなり

変革されるということは間違い

ないということで考える必要が

あると思います。

　本日はありがとうございまし

た。　

（了）
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